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いつも主にあって喜びなさい（フィリピの信徒への手紙講解） 

第３講：「知る力と見抜く力とを身に着けて」（フィリピ１章７～11 節、2024 年３月 10 日） 

 

〔今週の御言葉－私訳と黙想 フィリピ１章７～11節 知る力と見抜く力とを身に着けて〕 

7 わたしがあなたがたすべてについて、このように考えることはふさわしいことです。（す

なわち）わたしの投獄においても、福音の弁明と証明においても、あなたがたすべてを、

わたしと共に恵みにあずかる者たちであると、わたしは心に留めているということです。

８わたしが、キリスト・イエスの深い憐れみにおいて、あなたがたを熱望しているという

ことは、神がわたしの証人です。９－11 そこでわたしは祈り続けています。（第一に）あ

なたがたの愛が、真の知識とすべての識別力によって、（つまり）本当に優れていることを

見分けることによって、ますます豊かになるようになることを。そうして（第二に）イエ

ス・キリストによる義の実に満たされて、神の栄光と称賛に至ることによって、キリスト

の日において、純真で責められるところのない者となるように。 

 

パウロがフィリピの兄弟姉妹のために祈った内容は二つでした。一つは彼らの愛がます

ます豊かにされるということでした。そしてそのためには「真の知識とすべての識別力に

よって、（つまり）本当に優れていることを見分けること」だと語りました。もう一つは、

彼らがキリストの日、すなわち最後の審判の日において、「純真で責められるところのない

者となる」ことでした。そのためには「イエス・キリストによる義の実に満たされて、神

の栄光と称賛に至ること」だと語りました。神を愛し、隣人を真実に愛するためには、相

手に対する正しい知識が必要です。それも単なる情報としての知識ではなくて、人格的な

理解です。歪んだ目で見ると、相手の為すこと・言うことすべてが、自分に対する悪意の

ように見えてしまいます。だから正しい知識は重要なのです。それは「すべての識別力に

よって、（つまり）本当に優れていることを見分けること」において獲得する知識です。わ

たしたちには「識別力」すなわち「本当に優れていることを見分ける」力が必要なのです。

また「純真で責められるところのない者」というのは、「イエス・キリストによる義の実に

満たされて」「神の栄光と称賛に至ること」、つまり「キリストによる義の実」に満ち溢れ

るようになること、そしてそれによって神の栄光に満ち溢れ、神への賛美に満ち溢れるよ

うになることです。「キリストによる義の実」は、神の栄光を賛美する実を実らせるのです。 

 

１．誤解が誤解を生む関係 

 １章３～６節では、パウロがフィリピの教会のためにどれほど覚えて祈り、そして祈る

たびごとにどれほど感謝と喜びに満たされているかということが語られていきました。ど

うしてパウロは、それほど彼らのために祈るかというと、パウロは彼らを愛しているから

です。「わたしが、キリスト・イエスの愛の心で、あなたがた一同のことをどれほど思って
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いるかは、神が証ししてくださいます」（８節）と、どんなに彼らのことを深く愛している

か、はばかることなくパウロは表明します。そしてそこでパウロが、フィリピの人々のた

めに、一体どんな祈りをしているか、その祈りの内容を明らかにするのです。「わたしは、

こう祈ります。知る力と見抜く力とを身に着けて、あなたがたの愛がますます豊かになり、

本当に重要なことを見分けられるように。そして、キリストの日に備えて、清い者、とが

められるところのない者となり、イエス・キリストによって与えられる義の実をあふれる

ほどに受けて、神の栄光と誉れとをたたえることができるように」（９～11 節）。これが、

パウロがフィリピの人々を覚えて祈るとき、祈った執り成しの祈りの内容なのでした。こ

こではその前半を考えていきたいと思います。ここでパウロは、フィリピの人々のために、

彼らの愛がますます豊かになることを祈ります。この祈りをよく理解するためには、少し

順序を入れ替えてみると分かりやすくなるかもしれません。つまり、「本当に重要なことを

見分けられる、知る力と見抜く力とを身に着けて、あなたがたの愛がますます豊かになる

ように」ということです。ここでパウロは、フィリピの教会の人々の愛が増し加えられ、

豊かになっていくことを祈り求めているわけですが、そのためには、「本当に重要なことを

見分けられる、知る力と見抜く力とを身に着け」ることが大切だと言うのです。正しい知

識と洞察力、正しい知識に基づく正しい理解ということです。それによって愛は増し加え

られるというのです。 

 

 しかしこれは、わたしたちの考えとはいささか違います。わたしたちは、愛というもの

は、単なる知識で増えたりするものだとは考えません。愛とは、心の深いところでの感情、

思いであって、知識などで増えたり減ったりするものではないと考えるのです。しかしパ

ウロは、まず相手を正しく知り、その正しい知識に基づいて相手を深く理解することが、

相手を愛する秘訣だと語るのです。このことは逆の方から考えていくと、言わんとするこ

とが理解できるかもしれません。わたしたちは、日常生活の中で、人との関係がぎくしゃ

くし、うまくいかなくなり、相手を許したり、愛することができなくなることがあります

が、それは多くの場合、コミュニケーションが不足するときです。コミュニケーションが

不足して、相手を誤解するようになり、だから相手のすることが理解できず、相手の言う

ことを受け入れられなくなっていくのです。相手に対する誤解、つまり誤った情報、間違

った知識が、相手に対するさらなる誤った理解を生むようになり、誤解が誤解を生んで、

最後にはどうにもならない関係になってしまうのです。相手を疑い始め、悪い目で見るよ

うになると、何を見ても相手が自分に対して悪い感情を抱いているように見えてきてしま

うものです。 

 

卑俗な例で恐縮ですが、ここにある程度結婚生活を送っている夫婦がいるとします。あ

る日、妻が帰宅した夫の背広をしまおうとすると、内ポケットからレシートが出てきまし
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た。何を買ったかは分かりませんが、それなりに高価なもののようでした。「変ね、何を買

ったのかしら」とちょっと疑いを覚え、夫の手帳をそっとのぞくと、数日後あるレストラ

ンに食事の予約が入れてあります。夫からは何も聞いていないので、これはおかしいと思

い始めた妻は、いけないと思いつつも、今度はメールをチェックします。すると、何と女

性からのメールが入っているではありませんか。しかもその女性は、自分の親しい友人で、

夫もよく知っている人なのです。こうして疑惑から確信に変わった妻は、翌日、夫を問い

詰めました。「これは一体どういうこと」と、レシートと食事の予約と自分の友人からのメ

ールの件をつきつけたのです。夫は大変驚き、狼狽しながらも、「誤解だ」と言うばかりで

す。「誤解も何もないでしょう。これだけ明白な証拠があるのよ。あなた、わたしに内緒で

Ａ子と遭っているでしょ。どうなの」。いきり立つ妻に、「それは全くの誤解だ」と答えな

がら、このように釈明するのでした。食事の予約は、友人のＡ子さんとのデートではなく

て、妻との食事でした。その日は結婚記念日だったからです。妻の友人のＡ子さんと遭っ

ていたのは、やましい関係ではなくて、その記念日に何をプレゼントしたらよいか迷い、

悩んで、妻を良く知るＡ子さんから助言をもらうためでした。ですからレシートの品物は、

もちろんその助言に基づいて、夫が妻のために用意した記念品だったわけです。晴れて誤

解が解けて、問題解決となったわけですが、このようにわたしたちは、誤解が誤解を生む

ことで、相手との関係を損なってしまうことがよくあるのではないでしょうか。相手に対

する間違った情報、知識によって、相手に対する誤った理解が生み出され、次第に被害妄

想的に考えるようになり、相手の為すこと、言うことのすべてが、自分に対する悪意のよ

うに感じられていくようになります。もちろんそこでは、相手に対する愛は冷えていくわ

けです。ここでパウロが語ろうとしていることとは、そういうことではないでしょうか。 

 

２．正しい知識と理解の必要 

 なにもこのことは夫婦だけとは限りません。親子の関係も然り、会社や友人との関係も

然り、そして教会での関係もそうです。相手に対する間違った知識は、相手についての誤

った理解を生じさせ、その誤解の中でさらに関係が悪化していくのです。だから、相手に

対する正しい知識が必要であり、その正しい知識に基づく正しい理解が大切なのです。先

ほどの夫婦は、互いの誤解が解けて、かえって相手に対する愛が深まる結果となりました

が、わたしたちの日常ではどうでしょうか。「知る力と見抜く力とを身に着ける」ことが、

相手を愛し、相手との関係を良好なものとするうえで、どれほど重要かということが問わ

れるのではないでしょうか。ここでいう「知る」とか「見抜く」とは、その人についての

単なる情報ではありません。その人を人格的に理解することであり、その人に対して深い

信頼を抱くことです。そこには相手に対する関心が必要ですし、こちらから一方的、一面

的に断定し、切り捨ててしまうのではなく、相手の立場に立って、相手の目線から、愛と

包容をもって理解しようとすることが大切です。そしてこのことは、単に人間関係だけの
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問題ではなくて、実は神との関係においても求められることなのです。 

 

 ここでパウロが、「あなたがたの愛がますます豊かになるように」と祈り求めるとき、そ

の愛とは、フィリピの人々のパウロに対する愛であるとか、あるいはフィリピの人たち同

士の間の愛だけを語るものではありません。パウロが自分のフィリピの人々に対する愛を

語るときに、「キリスト・イエスの愛の心で」と語っているように、それはまず何よりも、

自分と神との愛、主に対する愛が問われているわけです。神を愛する、ますます主を愛す

るようになるためにも、わたしたちはまず神を正しく知り、理解する必要があるのです。

なぜなら、わたしたちは、時として神を誤解していることがあるからです。神が自分に為

してくださることを、素直に受け止められず、神の愛を誤解して、つぶやいたり、うらん

だりすることがあるからです。「愛の神」だと言いながら、どうしてわたしにこんなひどい

ことを起こすのか、こんな悲しい目ばかりにあわせるのかと、神が自分の内に実現される

ことを受けとめられず、うらんでしまうのです。神を自分の視点からだけ見て、神の為さ

ることを誤解しながら見ているとき、わたしたちは神を愛することも、神に信頼すること

もできません。だから、そういった誤解が解けて、まっすぐ正しく神を見つめ、神が自分

にしてくださっていることの真実を、正しく理解して、受け止めていくことができるよう

に、「知る力と見抜く力とを身に着けて」させていただく必要があるのです。神がなさるこ

とに間違いがあるわけではありませんし、神はわたしたちを苦しめ、悩ませ、悲惨の中で

放置するために、ことを為しておられるわけではありません。しかしわたしたちは、そこ

で神が為されることを受け止められず、悪意をもって神を見つめ、否定的に考えてしまう

のです。しかしそれは、神のなさりように問題があるのではなくて、わたしたちの見方に

問題があるのです。だからパウロは、「知る力と見抜く力とを身に着けて」と祈るのです。

それが「愛がますます豊かになる」秘訣であり、またわたしたちの喜びの秘訣だからです。 

 

 自分の身に起きたことにおいて、パウロはそのようには見ることがありませんでした。

この手紙は獄の中から書かれたと述べてきたとおり、パウロは今、獄の中で監禁されたま

ま、大変不自由な生活を強いられていました。それにより、パウロの使命である福音宣教

も制約され、自由に福音を語ることができなくなっていたのです。ところがそのような不

自由と困難に中に置かれながら、パウロは、「監禁されているときも、福音を弁明し立証す

るときも、あなたがた一同のことを、共に恵みにあずかる者と思って、心に留めている」

と語りました。ここでフィリピの人々が、パウロと「共に恵みにあずかる者」とされてい

ると言うとき、そこでの「恵み」とは、パウロが獄に監禁され、そのため自由に福音を語

ることができないでいる、今の状況を指しているのです。「福音を弁明し立証する」とは、

広場か通りで、パウロが自由に福音を語るということではなくて、これは法廷用語で、つ

まりパウロがここで獄に監禁されると共に、被告として訴えられて、法廷で自分を弁明し
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なければならない立場に追いやられているということで、エフェソでの法廷闘争のことを

意味しているのです。パウロはそれを好んでしているわけではなく、強いられてさせられ

ているわけで、ただ監禁されて不自由であるというだけではない、パウロが置かれている

境遇の困難さを表します。しかし、その困難な境遇と状況を、パウロはここで「恵み」だ

と言うのです。12 節でも、自分の身に起きた、つまり投獄され、訴訟で苦しめられている

ことが、「かえって福音の前進に役立った」と言い切ります。それによって、およそ福音を

聞くことがないような人々が福音に触れ、信仰に出会うようになったし、これまでは臆病

だった兄弟たちが奮い立って、パウロの代わりに福音を語るようになったからでした。パ

ウロという人は、能天気で楽観的な人だったのでしょうか。それとも厳しい現実から逃避

して、現実を直視しないようにしているのでしょうか。そうではなくて、不利と思える状

況の中でも、それを降りかかった困難や災いと見るのではなくて、その背後にある神の祝

福と恵みを読み取ることができたからでした。パウロ自身が、「知る力と見抜く力とを身に

着けて」いたので、そこでなお神を信頼し、神を愛することができたのです。 

 

３．わたしの恵みはあなたの十分である 

わたしたちに必要なのもこの「知る力と見抜く力とを身に着けて」いくことではないで

しょうか。なぜならわたしたちも様々な意味での監禁状態に置かれていると言えるからで

す。様々な人間関係やしがらみの中で、わたしたちは色々な制約を受けています。礼拝を

守ることさえままならない、家族に気兼ねし、同僚に気兼ねしながら、なんとか仕事の折

り合いをつけて、教会に集わなければなりません。色々なことをしたくてもできない様々

な状況に置かれています。子育てに追われ、ゆっくり説教を聞けないときもありますし、

それが終わると今度は家族の介護に追われることもあります。重い病気を負って、治療の

ために大変な思いをしなければなりません。自分の病気だけではない、家族の病気を共に

背負いつつ、戦わなければならない現実もあります。それぞれにどうにもならない現実を

抱えながら、そこでの様々な制約の中で、信仰生活を送っています。外的状況だけではあ

りません。年を重ねていく中で、身体的・精神的な弱さを覚えるようになります。自分の

才能や能力にも限界があることを思い知らされていきます。どんなに望んでも、背伸びし

ても、どうにもならない限界の中に置かれています。しかしそのような様々な制約の中で、

それをつぶやいたり、うらんだり、ねたんだり、文句を言い続けても、何も生み出される

ものはありません。しかしただその状況を我慢するとか、ひたすら忍耐するしかないとか、

それを自分の運命と思って甘受するということではなくて、その背後にある神の導きと配

慮と愛と真実とを知る中で、その制約の中でなお喜び、感謝し、信頼して、神を愛してい

くことができるのだとパウロは語るのです。これらの様々な制約と困難の背後に、ちゃん

と神の愛と恵みがあるのだと、神の摂理の業を正しく知り、それを受けとめて理解する中

で、わたしたちはその中から、喜びと感謝、希望と信頼へと立ち上げられていくのです。 
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 パウロは、単に監禁状態にあって、困難を極めたというだけではなくて、その体に、「サ

タンから送られた使い」とも言う「とげ」を抱えていました。それは、時としてパウロに

激痛をもたらし、そのために福音宣教自体が困難になってしまうほどの、重い持病でした。

パウロとて人の子です。その病気について、主につぶやきもし、訴えもしたのではないで

しょうか。そのために「三度」主に願ったわけですが、それはパウロがそのことについて、

完全に祈りきったことを意味します。しかしそれに対する主の答えは、パウロの願いとは

違うものでした。パウロは癒されることなく、その「とげ」は取り去られないまま、しか

もその重い病気と時々襲う激しい痛みを抱えながら、とてつもない距離を旅行して福音宣

教を果たして行きました。その「とげ」は、そこでの働きの障害となったにもかかわらず、

主はそれを取り除かれませんでした。重い病気を抱え、激しい痛みに見舞われるという大

きな制約の中で、しかしそこで福音宣教していくことが求められました。それはパウロに

とって、大きな戦いであり困難であったでしょうが、そのパウロに、主は約束してくださ

ったのです。「わたしの恵みはあなたに十分である」と（２コリント 12 章９節）。主の恵

みはパウロに十分注がれ、与えられていると。そこで主が約束される「恵み」は、パウロ

が期待し、願うものとは違うものでした。主がパウロに与えられた「恵み」とは、「とげ」

が取り去られて、不自由なく福音を語るようになることではなくて、「とげ」が取り去られ

ないまま、その困難の中で福音を語るということでした。パウロに与えられた「恵み」と

は、取り去られることを祈り求めた「とげ」そのものだったのです。しかしその「とげ」

によって、パウロは自分の弱さを思い知ると共に、まさにその弱さの中でこそ、主イエス

の力が発揮され、その弱さの中で主の強さが現されることを知るのです。パウロは、自分

の力ではなく、ただ主の力とその助けに依り頼まざるをえませんでした。しかしまさにそ

のように、ただ主の力と助けの中で、主により頼んで生きる者とされること、それが「恵

み」なのです。「とげ」は、この真実な神の恵みを知り、それに至るために与えられたもの

でした。だからこの「とげ」が、「恵み」なのです。わたしたちの前に置かれ、取り去れる

ことのない「とげ」も、「恵み」です。けれどもその中で、「わたしの恵みはあなたに十分

である」との約束が、本当に真実なものであることを知るに至らせられていくのでした。

わたしたちにも、「知る力と見抜く力とを身に着け」させていただきたいと願います。 


